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１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
当社では、過年度に不適切な取引及び会計処理が行われている疑義が判明し、外部の第三者調査委員会による事実
関係の解明等を行ってきましたが、平成24年７月24日に調査結果を受領いたしました。
　当社では、第三者調査委員会による調査及びその後の社内調査の結果を受けて、当社におけるLED蛍光灯に係る売上
計上時期、当社役員等からの借入及び子会社における在庫の返品処理に関する会計処理を検討し、過年度における四
半期報告書の記載事項の一部に訂正すべき事項があるとの判断に至りましたので、金融商品取引法第24条の４の７
第４項の規定に基づき、平成22年８月に提出した第26期第１四半期（自　平成22年４月１日　至　平成22年６月30日）
四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。
　また、四半期連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所については、XBRLの修正も行いましたので、併せて修正後の
XBRL形式のデータ一式（表示情報ファイルを含む）を提出いたします。
　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、三優監査法人により四半期レビューを受け、その四半期レビュー報
告書を添付しております。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報
第１　企業の概況
１　主要な経営指標等の推移
第２　事業の状況
４　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
(1) 業績の状況

第５　経理の状況
１　四半期連結財務諸表
(2) 四半期連結損益計算書
第１四半期連結累計期間

(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書
注記事項
(四半期連結損益計算書関係)
(セグメント情報)
【事業の種類別セグメント情報】
(１株当たり情報)

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿線で示しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

（訂正前）

連結経営指標等

回次
第25期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第26期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第25期

会計期間
自　平成21年４月１日 
至　平成21年６月30日

自　平成22年４月１日 
至　平成22年６月30日

自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日

売上高 (千円) 8,696,542 9,659,762 37,748,648

経常利益
又は経常損失(△)

(千円) 122,745 △19,219 761,583

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) 57,139 △51,202 389,146

純資産額 (千円) 3,763,781 4,220,404 4,370,058

総資産額 (千円) 12,851,796 14,156,481 14,229,484

１株当たり純資産額 (円) 31,971.03 30,499.27 31,999.48

１株当たり四半期(当
期)純利益金額又は１株
当たり四半期純損失金
額(△)

(円) 664.08 △476.11 3,875.34

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― 3,841.45

自己資本比率 (％) 21.4 23.2 24.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △486,076 △157,829 △1,093,159

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △52,176 △211,143 △88,559

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △175,565 203,122 448,910

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,848,095 2,658,995 2,828,188

従業員数 (名) 929 1,429 1,295

 
(注) １当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。
２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。
３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、第26期第１四半期連結累計（会計）
期間については、１株当たり四半期純損失であるため、第25期第１四半期連結累計（会計）期間
については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

  
 

EDINET提出書類

株式会社エフティコミュニケーションズ(E03405)

訂正四半期報告書

 3/16



（訂正後）

連結経営指標等

回次
第25期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第26期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第25期

会計期間
自　平成21年４月１日 
至　平成21年６月30日

自　平成22年４月１日 
至　平成22年６月30日

自　平成21年４月１日
至　平成22年３月31日

売上高 (千円) 8,638,042 9,659,762 37,690,148

経常利益
又は経常損失(△)

(千円) 118,945 △19,219 761,583

四半期(当期)純利益
又は四半期純損失(△)

(千円) 55,990 △51,202 389,146

純資産額 (千円) 3,761,528 4,220,404 4,370,058

総資産額 (千円) 12,846,617 14,156,481 14,229,484

１株当たり純資産額 (円) 31,957.67 30,499.27 31,999.48

１株当たり四半期(当
期)純利益金額又は１株
当たり四半期純損失金
額(△)

(円) 650.72 △476.11 3,875.34

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― 3,841.45

自己資本比率 (％) 21.4 23.2 24.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △486,076 △157,829 △1,093,159

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △52,176 △211,143 △88,559

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △175,565 203,122 448,910

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 2,848,095 2,658,995 2,828,188

従業員数 (名) 929 1,429 1,295

 
(注) １当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。
２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。
３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、第26期第１四半期連結累計（会計）
期間については、１株当たり四半期純損失であるため、第25期第１四半期連結累計（会計）期間
については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】
（訂正前）

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が
判断したものであります。

(1) 業績の状況　

当第１四半期連結会計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）におけるわが国経済は、全
体として企業収益が上向く等、景気の緩やかな回復傾向が見られました。しかし、厳しい雇用情勢、内需の
低迷、外国為替相場の動向等、先行き不透明な状況が続いております。
情報通信サービス業界は、スマートフォンへの需要増大や通信事業者による次世代ネットワーク及び次
世代高速無線通信（ＬＴＥ）等へ投資する動きが顕在化しつつあります。しかし、顧客のコスト削減意識
の高まりによる情報通信機器の買換え期間の長期化、値下げ要求及び販売事業者間による競争激化等があ
り、収益の確保が難しくなっております。また、光ファイバー回線サービスの加入取次ぎは、普及率の上げ
止まりによる飽和傾向がみられる等厳しい状況にあります。
このような事業環境の下、当社グループは、中小企業向けのビジネスホン、ＯＡ機器、携帯電話の販売強
化を図るとともに、一般消費者向け光ファイバー回線サービスの拡販に注力いたしました。また、新卒新入
社員の早期戦力化や、管理職のマネジメント力向上を目指した研修の実施等、人材の育成強化にも取り組
んでまいりました。
以上の結果、当第１四半期連結会計期間における業績は、売上高につきましては、平成22年２月にコン
シューマ事業において新たに５拠点のコールセンターを譲受けたことや、法人向け携帯電話販売が好調に
推移したこと等により、前年同期の8,696百万円から963百万円増加し、9,659百万円(前年同期比11.1％
増）となりました。利益につきましては、新卒採用の強化に伴い前年に比べて従業員が134名増加したこと
による一般管理費のコスト増等が影響し、営業損失31百万円（前年同期は営業利益125百万円）、経常損失
19百万円（前年同期は経常利益122百万円）、四半期純損失51百万円（前年同期は四半期純利益57百万
円）となりました。
 

～後略～
 

（訂正後）
文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び連結子会社)が
判断したものであります。

(1) 業績の状況　

当第１四半期連結会計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）におけるわが国経済は、全
体として企業収益が上向く等、景気の緩やかな回復傾向が見られました。しかし、厳しい雇用情勢、内需の
低迷、外国為替相場の動向等、先行き不透明な状況が続いております。
情報通信サービス業界は、スマートフォンへの需要増大や通信事業者による次世代ネットワーク及び次
世代高速無線通信（ＬＴＥ）等へ投資する動きが顕在化しつつあります。しかし、顧客のコスト削減意識
の高まりによる情報通信機器の買換え期間の長期化、値下げ要求及び販売事業者間による競争激化等があ
り、収益の確保が難しくなっております。また、光ファイバー回線サービスの加入取次ぎは、普及率の上げ
止まりによる飽和傾向がみられる等厳しい状況にあります。
このような事業環境の下、当社グループは、中小企業向けのビジネスホン、ＯＡ機器、携帯電話の販売強
化を図るとともに、一般消費者向け光ファイバー回線サービスの拡販に注力いたしました。また、新卒新入
社員の早期戦力化や、管理職のマネジメント力向上を目指した研修の実施等、人材の育成強化にも取り組
んでまいりました。
以上の結果、当第１四半期連結会計期間における業績は、売上高につきましては、平成22年２月にコン
シューマ事業において新たに５拠点のコールセンターを譲受けたことや、法人向け携帯電話販売が好調に
推移したこと等により、前年同期の8,638百万円から1,021百万円増加し、9,659百万円(前年同期比11.8％
増）となりました。利益につきましては、新卒採用の強化に伴い前年に比べて従業員が134名増加したこと
による一般管理費のコスト増等が影響し、営業損失31百万円（前年同期は営業利益122百万円）、経常損失
19百万円（前年同期は経常利益118百万円）、四半期純損失51百万円（前年同期は四半期純利益55百万
円）となりました。
 

～後略～
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第５ 【経理の状況】
1 【四半期連結財務諸表】
(2) 【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】
（訂正前）
    （単位：千円）

　 　

前第１四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日

　至 平成21年６月30日)

　

当第１四半期連結累計期間

(自 平成22年４月１日

　至 平成22年６月30日)

売上高  8,696,542 9,659,762

売上原価  6,592,803 7,103,322

売上総利益  2,103,739 2,556,439

返品調整引当金繰入額  -  4,944

返品調整引当金戻入額  9,201  -

差引売上総利益  2,112,940 2,551,494

販売費及び一般管理費 ※ 1,987,054※ 2,583,335

営業利益又は営業損失（△）  125,886 △31,840

営業外収益     

　受取ロイヤリティー  10,471 9,999

　持分法による投資利益  -  21,510

　その他  13,105 11,744

　営業外収益合計  23,576 43,254

営業外費用     

　支払利息  20,254 19,052

　為替差損  -  9,338

　その他  6,463  2,243

　営業外費用合計  26,717 30,634

経常利益又は経常損失（△）  122,745 △19,219

特別利益     

　貸倒引当金戻入額  9,700  26,193

　その他  274  -

　特別利益合計  9,974  26,193

特別損失     

　投資有価証券評価損  47,078 7,328

　資産除去債務会計基準の適用に

伴う影響額
 -  7,416

　その他  3,152  233

　特別損失合計  50,230 14,979

税金等調整前四半期純利益又は税

金等調整前四半期純損失（△）
 82,490 △8,005

法人税、住民税及び事業税  44,155 39,683

法人税等調整額  △4,096  △4,930

法人税等合計  40,059 34,753

少数株主損益調整前四半期純損失

（△）
 -  △42,758

少数株主利益又は少数株主損失

（△）
 △14,708 8,443

四半期純利益又は四半期純損失

（△）
 57,139 △51,202
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（訂正後）
    （単位：千円）

　 　

前第１四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日

　至 平成21年６月30日)

　

当第１四半期連結累計期間

(自 平成22年４月１日

　至 平成22年６月30日)

売上高  8,638,042 9,659,762

売上原価  6,538,803 7,103,322

売上総利益  2,099,239 2,556,439

返品調整引当金繰入額  -  4,944

返品調整引当金戻入額  9,201  -

差引売上総利益  2,108,440 2,551,494

販売費及び一般管理費 ※ 1,986,354※ 2,583,335

営業利益又は営業損失（△）  122,086 △31,840

営業外収益     

　受取ロイヤリティー  10,471 9,999

　持分法による投資利益  -  21,510

　その他  13,105 11,744

　営業外収益合計  23,576 43,254

営業外費用     

　支払利息  20,254 19,052

　為替差損  -  9,338

　その他  6,463  2,243

　営業外費用合計  26,717 30,634

経常利益又は経常損失（△）  118,945 △19,219

特別利益     

　貸倒引当金戻入額  9,700  26,193

　その他  274  -

　特別利益合計  9,974  26,193

特別損失     

　投資有価証券評価損  47,078 7,328

　資産除去債務会計基準の適用に

伴う影響額
 -  7,416

　その他  3,152  233

　特別損失合計  50,230 14,979

税金等調整前四半期純利益又は税

金等調整前四半期純損失（△）
 78,690 △8,005

法人税、住民税及び事業税  44,155 39,683

法人税等調整額  △5,642  △4,930

法人税等合計  38,512 34,753

少数株主損益調整前四半期純損失

（△）
 -  △42,758

少数株主利益又は少数株主損失

（△）
 △15,813 8,443

四半期純利益又は四半期純損失

（△）
 55,990 △51,202
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（訂正前）
    （単位：千円）

　 　

前第１四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日

　至 平成21年６月30日)

　

当第１四半期連結累計期間

(自 平成22年４月１日

　至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
    

税金等調整前四半期純利益又は

税金等調整前四半期純損失

（△）

 82,490 △8,005

　減価償却費  29,495 37,377

　のれん償却額  32,218 37,005

　貸倒引当金の増減額（△は減

少）
 △279  △25,894

　賞与引当金の増減額（△は減

少）
 △71,315 △59,118

　退職給付引当金の増減額（△は

減少）
 1,043  1,313

　受取利息及び受取配当金  △1,666  △1,350

　支払利息  20,254 19,052

　投資有価証券評価損益（△は

益）
 47,078 7,328

　資産除去債務会計基準の適用に

伴う影響額
 -  7,416

　返品調整引当金の増減額（△は

減少）
 △9,201  4,944

　売上債権の増減額（△は増加）  215,451 362,387

　たな卸資産の増減額（△は増

加）
 △41,801 △444,884

　仕入債務の増減額（△は減少）  △762,450 △93,315

　前渡金の増減額（△は増加）  -  150,833

　その他  48,568 37,230

　小計  △410,115 32,321

　利息及び配当金の受取額  1,526  1,423

　利息の支払額  △22,438 △20,771

　法人税等の支払額  △50,550 △170,803

　法人税等の還付額  △4,499  -

　営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
 △486,076 △157,829

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
    

　定期預金の預入による支出  △35,814 △1

　固定資産の取得による支出  △39,788 △17,635

　投資有価証券の取得による支出  △49  △110,400

　貸付けによる支出  △2,970  △4,000

　貸付金の回収による収入  11,274 6,500

　差入保証金の差入による支出  △29,827 △89,234

　差入保証金の回収による収入  41,296 4,890

　その他の支出  △667  △1,262

　その他の収入  4,370  -

　投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
 △52,176 △211,143

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
    

　短期借入金の純増減額（△は減

少）
 △100,000 426,089

　長期借入れによる収入  100,000 -

　長期借入金の返済による支出  △39,565 △51,528

　社債の償還による支出  △100,000 △100,000

　配当金の支払額  -  △68,010

　少数株主への配当金の支払額  △36,000 -

　その他  -  △3,428
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　財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
 △175,565 203,122

現金及び現金同等物に係る換算差

額
 △2,736  △3,341

現金及び現金同等物の増減額（△

は減少）
 △716,553 △169,192

現金及び現金同等物の期首残高  3,564,649 2,828,188

現金及び現金同等物の四半期末残

高
※ 2,848,095※ 2,658,995
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（訂正後）

    （単位：千円）

　 　

前第１四半期連結累計期間

(自 平成21年４月１日

　至 平成21年６月30日)

　

当第１四半期連結累計期間

(自 平成22年４月１日

　至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
    

税金等調整前四半期純利益又は

税金等調整前四半期純損失

（△）

 78,690 △8,005

　減価償却費  29,495 37,377

　のれん償却額  32,218 37,005

　貸倒引当金の増減額（△は減

少）
 △979  △25,894

　賞与引当金の増減額（△は減

少）
 △71,315 △59,118

　退職給付引当金の増減額（△は

減少）
 1,043  1,313

　受取利息及び受取配当金  △1,666  △1,350

　支払利息  20,254 19,052

　投資有価証券評価損益（△は

益）
 47,078 7,328

　資産除去債務会計基準の適用に

伴う影響額
 -  7,416

　返品調整引当金の増減額（△は

減少）
 △9,201  4,944

　売上債権の増減額（△は増加）  276,876 362,387

　たな卸資産の増減額（△は増

加）
 △95,801 △444,884

　仕入債務の増減額（△は減少）  △762,450 △93,315

　前渡金の増減額（△は増加）  -  150,833

　その他  45,643 37,230

　小計  △410,115 32,321

　利息及び配当金の受取額  1,526  1,423

　利息の支払額  △22,438 △20,771

　法人税等の支払額  △50,550 △170,803

　法人税等の還付額  △4,499  -

　営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
 △486,076 △157,829

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
    

　定期預金の預入による支出  △35,814 △1

　固定資産の取得による支出  △39,788 △17,635

　投資有価証券の取得による支出  △49  △110,400

　貸付けによる支出  △2,970  △4,000

　貸付金の回収による収入  11,274 6,500

　差入保証金の差入による支出  △29,827 △89,234

　差入保証金の回収による収入  41,296 4,890

　その他の支出  △667  △1,262

　その他の収入  4,370  -

　投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
 △52,176 △211,143

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
    

　短期借入金の純増減額（△は減

少）
 △100,000 426,089

　長期借入れによる収入  100,000 -

　長期借入金の返済による支出  △39,565 △51,528

　社債の償還による支出  △100,000 △100,000

　配当金の支払額  -  △68,010

　少数株主への配当金の支払額  △36,000 -
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　その他  -  △3,428

　財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
 △175,565 203,122

現金及び現金同等物に係る換算差

額
 △2,736  △3,341

現金及び現金同等物の増減額（△

は減少）
 △716,553 △169,192

現金及び現金同等物の期首残高  3,564,649 2,828,188

現金及び現金同等物の四半期末残

高
※ 2,848,095※ 2,658,995
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【注記事項】
(四半期連結損益計算書関係)

（訂正前）
第１四半期連結累計期間

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

給与及び手当 840,798千円

賞与引当金繰入額 87,495千円

退職給付費用 9,941千円

貸倒引当金繰入額 8,311千円

※　販売費及び一般管理費の主なもの

給与及び手当 1,235,847千円

賞与引当金繰入額 85,690千円

退職給付費用 8,851千円

貸倒引当金繰入額 427千円

 
（訂正後）

第１四半期連結累計期間

前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年６月30日)

※　販売費及び一般管理費の主なもの

給与及び手当 840,798千円

賞与引当金繰入額 87,495千円

退職給付費用 9,941千円

貸倒引当金繰入額 7,611千円

※　販売費及び一般管理費の主なもの

給与及び手当 1,235,847千円

賞与引当金繰入額 85,690千円

退職給付費用 8,851千円

貸倒引当金繰入額 427千円
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(セグメント情報等)
【事業の種類別セグメント情報】

（訂正前）

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 

ソリューショ

ン事業

(千円)

モバイル事業

(千円)

サービス＆

サポート事業

(千円)

マーキングサ

プライ事業

(千円)

計

(千円)

消去又は全社

(千円)

連結

(千円)

売上高        

(1) 外部顧客に

対する売上高
3,134,589361,601327,5044,872,8478,696,542 ― 8,696,542

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高
9,363 － 12,921 39,039 61,325(61,325) ―

計 3,143,953361,601340,4264,911,8868,757,867(61,325)8,696,542

営業利益 233,51710,368 46,592 32,078322,556(196,670)125,886

 
～後略～

 

（訂正後）

前第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日）

 

ソリューショ

ン事業

(千円)

モバイル事業

(千円)

サービス＆

サポート事業

(千円)

マーキングサ

プライ事業

(千円)

計

(千円)

消去又は全社

(千円)

連結

(千円)

売上高        

(1) 外部顧客に

対する売上高
3,134,589361,601327,5044,814,3478,638,042 ― 8,638,042

(2) セグメント間の内部

売上高又は振替高
9,363 － 12,921 39,039 61,325(61,325) ―

計 3,143,953361,601340,4264,853,3868,699,367(61,325)8,638,042

営業利益 233,51710,368 46,592 28,278318,756(196,670)122,086

 
～後略～
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(１株当たり情報)

 
（訂正前）
 
～中略～
 

２  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額等

第１四半期連結累計期間
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益 664円　08銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金
額については、全ての潜在株式が希薄化効果を有し
ていないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失 476円　11銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金
額については、潜在株式は存在するものの１株当た
り四半期純損失であるため、記載しておりません。

 
(注)　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期
純利益又は四半期純損失(△)(千
円)

57,139 △ 51,202

普通株式に係る四半期純利益又は
四半期純損失(△)(千円)

57,139 △ 51,202

普通株主に帰属しない金額 (千
円)

― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 86,043 107,543

希薄化効果を有しないため、潜在
株式調整後１株当たり四半期純利
益の算定に含まれなかった潜在株
式について前連結会計年度末から
重要な変動がある場合の概要

― ―

 

EDINET提出書類

株式会社エフティコミュニケーションズ(E03405)

訂正四半期報告書

14/16



 
（訂正後）
 
～中略～
 

２  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額等

第１四半期連結累計期間
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

１株当たり四半期純利益 650円　72銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金
額については、全ての潜在株式が希薄化効果を有し
ていないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失 476円　11銭

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金
額については、潜在株式は存在するものの１株当た
り四半期純損失であるため、記載しておりません。

 
(注)　１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
至　平成22年６月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期
純利益又は四半期純損失(△)(千
円)

55,990 △ 51,202

普通株式に係る四半期純利益又は
四半期純損失(△)(千円)

55,990 △ 51,202

普通株主に帰属しない金額 (千
円)

― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 86,043 107,543

希薄化効果を有しないため、潜在
株式調整後１株当たり四半期純利
益の算定に含まれなかった潜在株
式について前連結会計年度末から
重要な変動がある場合の概要

― ―
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年７月30日

株式会社エフティコミュニケーションズ

取締役会  御中

　

三優監査法人

　

代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    杉   田　 　   純　   印

　
代表社員
業務執行社員

　 公認会計士    山   本   公   太 　  印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社エフティコミュニケーションズの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四
半期連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年
４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期
連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連
結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結
論を表明することにある。
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ
ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し
て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正
妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ
れた。
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エフティコミュニケーションズ及び
連結子会社の平成21年６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営
成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において
認められなかった。
　
追記情報
１．四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は金融商品取引法第24条の４の７
第４項の規定に基づき四半期連結財務諸表を訂正している。当監査法人は訂正後の四半期連結財務諸表
について四半期レビューを行った。

２． 重要な後発事象に記載されているとおり、会社は平成21年７月２日開催の取締役会において、第三者割
当による新株式の発行を決議し、平成21年７月31日に当該株式を発行している。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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